
令和７年度 吾田東小学校の主題研究 

 

① 研究主題及び副題 

子どもが自らの力を発揮し、互いに高め合うことができる授業の在り方 

  ～ ○ひ・○な ・○たに沿った子どもの学びを支える指導を通して ～ 

② 主題設定の理由 

社会の変化が加速を増し、複雑で予測が困難な現代社会では、私たちが日常生活で遭

遇する様々な課題に対して自分で考え、判断し、行動する力を身に付けていく必要があ

る。 

そのために、学校では子どもたちに様々な課題を主体的に捉え、他者と対話しながら

解決していこうとする力を育てていく必要がある。 

そのような力を育むべく、宮崎県教育委員会では「知識及び技能」、「思考力、判断

力、表現力」、「学びに向かう力・人間性」の３つの資質・能力を子どもたちにバラン

スよく育成するために「学びに向かう力を育むひなたの学び」を推進していくこととし

た。 

「ひなたの学び」を推進するためには、「教師がどのように教えるか」という考え方で

はなく、子どもが自分の力を発揮し、互いに高め合う授業の中で、「子どもがどう学ぶ

かを支える教師の在り方」へと、支援に対する考え方を変えていく必要がある。 

本校児童は諸学力調査の結果、得点率では全国平均かやや低い傾向にあり、特に「知

識・技能」面での個人差が大きいことが分かった。また、不登校、不登校傾向の児童、

落ち着いて授業に参加することが苦手な児童等もいる。これには様々な原因が絡んでい

ると思われる。 

それらの課題を改善する方策の一つとして、本校では令和６年度まで「主体的・対話

的に学び 学力を高める児童の育成」を研究主題として、「ひなたの学び」を推進する

とともに、ICT を活用した指導の在り方について研究をしてきた。その結果、「ひなた

の学び」を意識した授業実践につながり、意欲的に学習活動に取り組むようになった児

童が増えたことなど、一定の成果をおさめることができた。 

このようなことをふまえ、今年度は、継続して「ひなたの学び」に沿いながら、子ど

もが自らの力を発揮し、互いに高め合う授業にしていくための教師の支援の在り方を研

究していくこととした。 

研究推進に当たっては、昨年度までの研究をふまえつつ、各教師がより主体的・対話

的に授業力を高めるために、「ひなた」に沿った各教師の課題を洗い出し、学年部間で

それを共有しながら解決していくことで授業力の向上を図っていくこととする。 

主題の「子どもが自らの力を発揮し、互いに高め合うことができる授業」が推進でき

れば、多くの子どもが学ぶ楽しさを感じ、満たされていくと思われる。それが子ども一

人一人の心の安定にもつながり、学級や学年、学校経営がより充実していくとともに、

「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力」、「学びに向かう力・人間性」の３つ

の資質・能力をバランスよく育むことができるものと考える。 



③ 研究の全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 研究計画 

月／日 主な内容 研究方法 

６月 ４日 本年度の研究の方向性について・意識調査 全体 

６月１８日 児童の実態把握→育成する資質・能力の明確化  学年部 

７月２５日 「ひなたの学び」についての共通理解（外部講師） 全体 

８月２２日 「ひなた」に沿った各教師の課題の明確化  個人 

９月２４日 学年部で課題の共有 学年部 

１０月１５日 実践を通して、成果と課題の明確化  個人 

１１月１２日 学年部で成果と課題の共有、意識調査 学年部 

１２月２５日 研究の成果と課題 全体 

１月１４日 本年度のまとめ、次年度の研究の方向性について 全体 

 

 

 

研究内容 

 ア ○ひ・○な・○たに沿った教師一人一人の課題の明確化と実践 

研究目標 

 子どもが自らの力を発揮し、互いに高め合うことができる授業を推進するために、

「ひ・な・た」に沿った子どもの学びを支える指導の在り方を実践的に研究する。 

学校の教育目標 

生きる学力・豊かな心・健康な体を養い、国際的視野に立って、地域や社会に貢献できる人間を育てる。  

めざす教師像 

○  常に子どもの立場に立ち教育に生きがいを

もつ教師  

○  愛情と信頼に支えられ、協調する喜びをも

つ教師  

○  人間性豊かで、常に研修に励み、創造に喜

びをもつ教師  

○  教育者としての自覚をもち、服務規定を遵

守する教師  

○  地域に貢献し、新しい風を吹かすことがで

きる教師  

めざす学校像 

明るく楽しい学校 

秩序があり美しい学校 

地域に開かれた学校 

めざす児童像 

よく考え工夫する子 

礼儀正しく思いやりのある子  

きまりを守る子 

明るく健康な子 

研究仮説 

 教師一人一人が、次の点をふまえながら授業での自らの課題を明確にして改善していけば、子どもが

力を発揮し、互いに高め合える授業実践につながり、結果として子ども一人一人の心が安定し、学級や

学年、学校経営がより充実していくとともに、「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力」、「学

びに向かう力・人間性」の３つの資質・能力をバランスよく育むことができるであろう。  

ア「ひ・な・た」の授業を推進するとともに、その中での自分の課題を明確にして改善を図ること。  

イ 課題の明確化から改善にかかる一連の過程を、学年部教師間で対話しながら推進すること。  

ウ 「子どもの学びを支える」という意識をもって支援に努めること。  

 

研究主題・副題   

 子どもが自らの力を発揮し、互いに高め合うことができる授業の在り方 

 ～○ひ・○な・○たに沿った子どもの学びを支える指導を通して～ 



 

（参考資料） 
 

１ ひなたの学び                  ２ 東小スタイル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


